
山口県教育委員会 岩国市教育委員会

アクティブ・ラーニング＆カリキュラムマネージメントサミット２０１９

平成３０・３１年度文部科学省委託事業

教科等の本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い
学び（アクティブ・ラーニング）の視点からの学習・指導方法
の改善の推進事業 中間報告
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山口県教育委員会の取組
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山口県教育委員会の取組

学力向上の取組に一定の成果

全国学力・学習状況調査の結果等から

課題

・特定の内容の知識・技能の定着
・思考・判断・表現する力の育成
・教員の授業改善意識
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学校・家庭・地域が連携・協働して子どもの学びや
育ちを支援する「やまぐち型地域連携教育」を基盤
とし、９年間の学びの系統性を見据えた「主体的・
対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進

研究主題

山口県教育委員会の取組

○組織的な授業改善の活性化と個々の教員の授業
力の向上

○年間２回の検証改善サイクルの質の向上

○家庭・地域との連携促進

研究拠点校

岩国市立麻里布中学校 岩国市立麻里布小学校
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山口県教育委員会の取組
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学力向上ＰＤＣＡサイクル事業

Ｄ

Ｐ

Ａ Ａ
○成果と課題の分析と共有

○課題解決の取組の共通理解

○学校運営協議会による学力課題の

共有と熟議等の実施の促進

Ａ

Ｐ

小４～中２

山口県学力定着状況確認問題

○全県の状況と比較して取組の成果と課題を分析

Ｃ
小４～中３

全国学力･学習状況調査
４月確認問題

○全県の状況と比較して学力状況を分析

※小３は問題のみ提供

Ｃ

学力分析支援

ツールの活用

Ｐ

Ｄ
○効果的な指導方法と研修体制
・小学校の教科担任制や授業評価
・県教委作成資料の活用
○きめ細かな指導体制
・全教職員や地域人材の協力による
補充学習

○学びを促す学習環境づくり
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山口県教育委員会の取組

○家庭・地域との連携促進
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岩国市の取組

・岩国市教育委員会

・指定校

（岩国市立麻里布小・中学校）

8



「岩国プラン」

「岩国市：授業スタンダード」

「かかわり」の意識化

・教材、教師、友だち、自分

教室の整理整頓

目標の提示

表現活動

振り返りの設定

岩国市教育委員会の取組
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岩国市の取組

・岩国市教育委員会

・指定校

（岩国市立麻里布小・中学校）
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支援体制

早稲田大学教職大学院 教授

文部科学省「全国的な学力調査
に関する専門家会議」委員

田中 博之

山口大学附属学校

授業アドバイザー

山口県教育委員会義務教育課

指導主事等

岩国市教育委員会学校教育課

指導主事等 12



学校名 山口県岩国市立麻里布小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援学級 計 教員数

学級数 ５ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ２８

４２
児童数 136 126 137 130 123 139 21 812

学校のホームページアドレス http://www.mfe.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp
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学校名 山口県岩国市立麻里布中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特別支援学級 計 教員数

学級数 ４ ４ ４ ２ １４

２７
児童数 122 122 126 ３ 373

学校のホームページアドレス http://www.mfj.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/
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国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

麻里布小 78 58 76 45

山口県 76 58 79 45

全国 74.8 57.5 78.6 45.9

表１ 平成29年度全国学力・学習状況調査における本校の結果（正答率（％））

算数Ａ 算数Ｂ

麻里布小 81.3 51 76 45.5

岩国市 75.7 52.6 78 44.5

山口県 72.6 53.2 78.7 45.5

平成28年４月
（５年生時）

平成28年10月
（５年生時）

平成29年４月（６年生時）

表２ ６年生の算数の全国調査・県調査における調査結果の推移（正答率（％））

麻里布小学校
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国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

麻里布中 80 75 68 47

山口県 79 73 66 49

全国 77.4 72.2 64.6 48.1

表１ 平成29年度全国学力・学習状況調査における本校の結果（正答率（％））

表２ 平成29年度山口県学力定着状況確認問題における本校の結果（正答率（％））

29年度

教科 国語 数学 国語 数学 理科 社会 英語

麻里布中 65.1 53.2 63.7 42.2 43.2 38.3 55.3

山口県 64.7 52.7 63.5 44.4 41.7 38.2 56.2

１年 ２年

麻里布中学校
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「よく行った」と回答した生徒の
割合

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

授業の中で目標（めあて・ねらい）を示されていた ７８．４ ８０．４ ８５．４

授業の最後に学習したことを振り返る活動をよく
行っていた

４０．８ ３８．５ ３２．５

学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていた ４６．４ ３３．１ ３６．６

話し合い活動を通じて、自分の考えを深めたり、広
げたりすることができている

２８．８ ２３．０ ３０．９

授業において、自分たちで課題を立てて、その解決
に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活
動に取り組んだ

３８．４ １８．９ ３０．９

表３ 平成29年度全学調生徒質問紙調査

麻里布中学校
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研究主題

「思考スキルを活用し、深い学び
を目指す学習指導の工夫」
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研究組織

学習ルール部

学習モデル・チーム部

学習スキル部

学習ツール・プロセス部

各学年・専科

共通理解

麻里布小学校

１９



①学習課題の提示

②解決の見通し

③自力解決

④協働解決

⑤一斉検証

⑥まとめとふりかえり

アクティブ・ラーニング実践の手引き 田中博之・著

魅力ある課題の設定

活用の場の工夫

問題解決学習

麻里布小学校
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ピラミッドチャート

思考ツール

マトリックス表 ベン図

 学習スキル

 学習プロセス

 学習モデル

 学習ツール

 学習チーム

 学習ルール

座標軸
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授業実践
理科

麻里布小学校
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授業実践
国語

・ベン図

麻里布小学校

・タブレット
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授業実践
国語
・ベン図
・タブレット

麻里布小学校
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授業実践
社会

麻里布中学校
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指導案とワークシート
麻里布中学校
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３種類の資料
麻里布中学校
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資料Ａ

資料Ｂ

資料Ｃ

各担当が読み
取った資料の
情報を伝え合う

各資料の情報を
つなげて班で考え
る

クラスへ発表する

麻里布中学校
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授業実践
英語

麻里布中学校
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家では自

分で計画

を立てて

学習をし

ている

予習・復

習やテス

ト勉強な

どの自主

学習で、

教科書を

使いなが

ら学習し

ている

授業で新

しい問題

に出あっ

たとき、

それを  解

いたり考

えたりし

てみたい

授業では先生

から示される

課題や、学級

やグループの

中で、自分た

ちで立てた課

題に対して自

分から取り組

んでる

問題の解き

方や答え方

がわからな

いときは、

    あきらめ

ずにいろい

ろな方法を

考えている

理科の授

業では、

自分の予

想をもと

に観察や

実験の計

画を立て

ている

授業で自

分の考え

を説明し

たり発表

したりし

ている

授業で、自分

の考えを発表

する機会で

は、自分の考

えがうまく伝

わるよう、資

料や文章 、話

の組み立てな

ど、工夫して

発表している

算数の授

業で公式

やきまり

を習うと

き、その

わけを理

解するよ

うにして

いる

学級の友

達との間

で話し合

う活動を

通じて自

分の考え

を深めた

り、広げ

たりして

いる

授業で学

習したこ

とを、ふ

だんの生

活の中で

使うこと

ができな

いか考え

ている

授業や家

で、地域

のことを

調べた

り、地域

の人と関

わったり

している

地域や社

会で起

こってい

る問題や

出来事に

興味があ

る

算数など

の授業で

問題を解

くとき、

もっと簡

単に解く

方法がな

いか考え

ている

主 主 主 主 主 主 対 対 対 対 深 深 深 深

３～６年平均　４月 77.5 73.5 85.1 76.3 87.0 74.6 64.1 61.8 74.8 75.8 70.0 73.6 73.9 78.1

３～６年平均　１月 78.5 76.1 82.2 81.5 86.6 82.8 60.7 56.7 77.9 79.0 71.7 69.9 70.3 77.4

１月－４月 1.0 2.6 -2.9 5.2 -0.4 8.3 -3.4 -5.0 3.1 3.2 1.7 -3.7 -3.5 -0.7

10%以上プラス ４％以上プラス ４％以上マイナス １０％以上マイナス

  アクティブ・ラーニングに関わるアンケート結果
麻里布小学校
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成果の普及
主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）

の視点からの、学習・指導方法の改善の推進

↓

授業改善

↓

学習指導方法の開発

授業実践

校内研修

↓

成果の普及

Ｈ３０ 中間発表

R1 研究発表大会 ３０



子供の学びのために

３１


